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和歌山県民俗芸能保存協
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昨年、やってみたいと思っていた陶芸を初めて体験することができました。きっかけは、市の広報誌で募集して
いたスポ-ツや文化を手軽に体験できる講座です。

陶芸のイメージと言えば、ろくろを回して作る方法を真っ先に思い浮かべるかもしれませんが、私の参加した講
座では、ひも状にした土を積み上げて作る方法、紙皿の形に土を添わせて作る方法、また、のし棒で土を伸ばし
て形を作る方法でした。先生の丁寧な手ほどきを受け、たくさん作りましたが、どれもなかなか思いどおりにはい
かず、結果は写真のとおりです。１回あたり２時間、計６回の講座でしたが、童心に返り、とても楽しい時間を過ご
すことができました。
   このような講座は、市内の各コミュニティセンターなどで開かれています。
陶芸以外にも書道、水彩画、料理、ヨガ、英会話など、手軽に参加できて新しい趣味を
見つけられそうなものがたくさんありますので、市の広報誌は要チェックですね。
 
　さて、和歌山県には紀州の三大窯と称される窯があります。そこで作られたものは、
それぞれ御庭焼、南紀男山焼、瑞芝焼と呼ばれています。
・御庭焼(偕楽園焼など)・・・お殿様が御殿のお庭で作陶して生み出されたもの
・南紀男山焼・・・崎山利兵衛が藩の援助を受けて開窯し作られたもの
・瑞芝焼・・・藩の許可を受け阪上重次郎が城下鈴丸に開窯し作られたもの
 　これらのうち瑞芝焼のみが、現在も作り続けられ、６代目の阪上重次郎が窯を守っているそうです。
 

今回、陶芸にチャレンジしたことで、これまで以上に陶器に対する興味が沸いてきたような気がします。まずは、
市立博物館に南紀男山焼、瑞芝焼が展示されているそうなので、一度見に行ってみたいと思います。

何かにチャレンジしたい、新たな趣味を見つけたいと思っている方は、手軽に参加できる講座がおすすめです
よ。

※参考資料：和歌山のやきもの、和歌山観光協会ホームページ

初めての陶芸


